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　来期の業況判断D.I .の見通しは0.3と今期との比較での2.2ポイント下回り、わずかながら悪化を予想しています。
項目別業況判断D.I .見通しでは、ほぼ横ばいの見込みとなっています。
　また、業種別の業況判断D. I .見通しでは、建設業・不動産業、サービス業は小幅悪化、小売業はわずかながら悪化、
製造業、卸売業は横ばいの見込みです。

●来期（2025年7～9月期）の業況

Ⅰ　全業種（回答367社・・・回答率99.7％）

前　期
2025年1～3月期

今　期
2025年4～6月期

来期予想
2025年7～9月期

全国調査
2025年4～6月期

全 業 種

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

建 設 業

不動産業

サービス業

快晴
100.0～35.0

晴れ
34.9～20.0

曇り一部晴れ
19.9～7.0

曇り
6.9～△7.0

小雨
△20.1～△35.0

雨
△35.1～△100

本曇り
△7.1～△20.0

■項目別業況判断D.I.■業種別天気図
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■業種別業況判断D.I.
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伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2025年4～6月期）
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　今期の全業種の業況判断D.I.は2.5と、前期との比較で0.6ポイント上回り、強含み横ばいでした。
　項目別の業況判断D.I.では、売上高は3.5（前期比△5.0）、資金繰りは1.1（前期比+0.8）、採算△3.5（前期比△0.2）、
従業員△0.3（前期比△1.1）と売上高が悪化しているほかは、ほぼ横ばいとなっています。
　業種別の業況判断D.I .は、建設業・不動産業は大幅に改善、卸売業は改善、小売業、サービス業はわずかながら悪化、
製造業は小幅悪化しています。
　独立行政法人中小企業基盤整備機構が実施し、日本商工会議所他2団体が実査した全国調査（以後「全国調査」という。）
との比較では、全業種の業況判断D.I .で全国調査を18.8ポイント上回りました。業種別では、全ての業種で全国調査を
大幅に上回る結果となっています。

●今期（2025年4～6月期）の業況

△26.8

業況判断D.I.は、強含み横ばい、来期はわずかながら悪化の予想
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Ⅱ　製造業（回答108社・・・回答率99％）

　今期の業況判断D.I.は△1.9と、前期との比較で3.8ポイント悪化
しています。全国調査との比較では、業況判断D.I.で16.0ポイント
上回りました。
　業種別にみると、輸送機械、プラスチックは大幅に改善、金属プレ
ス・メッキは改善していますが、印刷、金属製品、機械器具は大幅に
悪化しています。
　項目別には、資金繰り、原材料在庫、従業員は横ばい、採算、設備
操業率は小幅悪化、売上高は悪化しています。また、原材料仕入単価
は下落しています。
　来期の業況判断D.I .は△2.8と弱含み横ばいを予想しています。
項目別には設備操業率、採算はわずかながら改善、売上高はわずか
ながら悪化、資金繰りは横ばいが見込まれています。また、原材料
仕入単価は低下の見込みです。
　経営上の問題では、「原材料価格の上昇」が22.1%、「製品単価
の低下・上昇難」11.1％、「需要の停滞」10.2％となっています。

■景況

【輸送機械】
　業況判断D.I.は、10.0と前期比40.0ポイントの大幅改善となって
います。来期は30.0と今期からさらに20.0ポイントの大幅な改善
の見込みです。
　項目別では、原材料仕入単価が50.0と前期比37.5ポイント下落
しています。売上高は悪化していますが、資金繰り、設備操業率、
採算は大幅に改善しています。
　経営上の問題点は、「原材料価格の上昇」33.3％、「製品単価の
低下・上昇難」「需要の停滞」がともに16.7%となっています。

【機械器具】
　業況判断D.I.は、△20.0と前期比32.5ポイントの大幅な悪化と
なりました。来期は△10.0と10.0ポイントの大幅な改善が見込ま
れています。
　項目別では、売上高、設備操業率は大幅悪化していますが、資金
繰り、採算はわずかながら改善しています。原材料仕入単価は20.0
と前期比17.5ポイント低下しています。
　経営上の問題点としては、「熟練技術者の確保難」23.8％、「原材
料価格の上昇」19.0％、「従業員の確保難」「製品単価の低下・上昇
難」がともに14.3%となっています。

【金属製品】
　業況判断D.I .は、△4.5と前期比21.2ポイントの大幅な悪化と
なりました。来期の業況判断D.I.は、△4.5と横ばいを見込んでい
ます。
　項目別には、資金繰りは改善していますが、売上高、採算、設備
操業率は悪化しています。また、原材料仕入単価は36.4と5.3ポイ
ント下落しています。
　経営上の問題点については、「原材料価格の上昇」22 . 9％、
「需要の停滞」16.7％、「熟練技術者の確保難」14.6％、「製品単価
の低下・上昇難」12.5％となっています。

【金属プレス・メッキ】
　業況判断D. I .は、7.7と前期比7.7ポイント改善していますが、
来期は△15.4と大幅な悪化が見込まれています。
　項目別には、売上高、採算、設備操業率は改善していますが、資金
繰りは悪化しています。また、原材料仕入単価は30.8と7.7ポイ
ント下落しています。
　経営上の問題点については、「原材料価格の上昇」17.6％、「従業
員の確保難」「需要の停滞」がともに11.8%となっています。

【印刷】
　業況判断D.I.は、△16.7と16.7ポイントの大幅
悪化となりました。来期の業況判断D. I .は16.7
と大幅改善の見込みです。

【プラスチック】
　業況判断D.I.は、0.0と前期比25.0ポイントの
大幅な改善となりました。来期の業況判断D.I .は
0.0と横ばい見込みです。

■業種別の状況

■主要業況判断D.I.の推移
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業況 売上（加工）高 資金繰り
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■経営上の問題点（複数回答）

原材料価格の上昇

製品（加工）単価の低下・上昇難

需要の停滞

従業員の確保難

熟練技術者の確保難

生産設備の不足・老朽化

製品ニーズの変化への対応

人件費の増加
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■主要業況判断D.I.の推移
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Ⅲ　卸売業（回答23社・・・回答率100％）

　今期の業況判断D.I.は△6.7と前期比1.0ポイントわずかながら
悪化しています。全国調査との比較では、業況判断D.I.で20.1ポイ
ント上回っています。
　項目別では採算は改善、資金繰り、売上高は小幅ながら悪化して
います。また、客単価、仕入単価ともにわずかながら上昇ています。
　来期の業況判断D.I .は△9.0と2.3ポイントわずかながら悪化
見込みです。
　経営上の問題点としては、「仕入単価の上昇」が23.7%、「大型
店・中型店の進出による競争の激化」13.7%、「消費者ニーズの
変化への対応」12.8%となっています。

■景況

Ⅳ　小売業（回答89社・・・回答率100％）
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業況 売上高 資金繰り

■主要業況判断D.I.の推移
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今　期 来期見通し 全国調査
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業況 売上高 資金繰り

　今期の業況判断D. I .は4.3と前期との比較では4.3ポイントの
小幅改善となりました。来期は4.3と横ばいの見込みです。全国
調査との比較では、業況判断D.I .で18.1ポイント上回りました。
　項目別では、資金繰りは横ばいですが、売上高、採算ともに悪化
しています。また、売上単価、仕入単価は大幅に下落しています。
　経営上の問題点としては、「仕入単価の上昇」が24.5%、「人件
費以外の経費の増加」「販売単価の低下・上昇難」がともに14.3％
となっています。
　業種別では食料・飲料卸売業の今期の業況判断D.I .は16.7と
前期比11.9ポイントの大幅な悪化となっています。来期は33.3
と16.6ポイントの大幅な改善見込みとなっています。

■景況

【飲食料品小売業】
　飲食料品小売業の業況判断D.I .は△6.9と前期比3.5ポイント
の小幅悪化となり、来期も△13.8とさらに6.9ポイントの悪化を
見込みます。
　項目別には売上高は大幅な悪化となっていますが、採算は改善
しています。また、客単価、仕入単価ともに横ばいとなっています。
　経営上の問題点は、「仕入単価の上昇」が28.2%、「人件費以外
の経費の増加」12.7％、「大型店・中型店の進出による競争の激化」
11.3％となっています。

【その他】
　業況判断D. I .は、自動車販売、スポーツ・文具は改善していま
すが、燃料、医薬品・化粧品は横ばい、家電は悪化しています。
　来期は、家電、スポーツ・文具は改善の見込みですが、自動車
販売、医薬品・化粧品は悪化、燃料は横ばいの見込みです。
　経営上の問題点は、「仕入単価の上昇」が依然として多く、「消費
者ニーズの変化への対応」「大型店・中型店の進出による競争の
激化」「人件費以外の経費の増加」が続きます。

■業種別の状況

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2025年4～6月期）

■経営上の問題点（複数回答）

■経営上の問題点（複数回答）

仕入単価の上昇
人件費以外の経費の増加
販売単価の低下・上昇難

需要の停滞
人件費の増加

店舗・倉庫の狭隘・老朽化
大企業の進出による競争の激化

従業員の確保難

仕入単価の上昇
大型店・中型店の進出による競争の激化
消費者ニーズの変化への対応

人件費以外の経費の増加
販売単価の低下・上昇難

同業者の進出
人件費の増加
需要の停滞
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Ⅴ　建設業・不動産業（回答63社・・・回答率100％）

5

Ⅵ　サービス業（回答84社・・・回答率100％）
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■主要業況判断D.I.の推移

■経営上の問題点（複数回答）
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今　期 来期見通し 全国調査
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■経営上の問題点（複数回答）

　今期の業況判断D. I .は6.0と前期比で1.2ポイントわずかながら
悪化していますが、全国調査との比較では、業況判断D. I .で17.1
ポイント上回りました。
　項目別では、売上高、採算は悪化していますが、資金繰りは横ばい
です。また、客単価、仕入単価ともに下落しています。
　来期の業況判断D.I.は2.4と3.6ポイントの悪化を予想しています。
　経営上の問題点は「材料等仕入単価の上昇」19.0%、「人件費以外の経費
の増加」13.8％、「消費者ニーズの変化への対応」12.8%となっています。

■景況

■景況

【総合工事】
　業況判断D.I .は、16.7と前期比7.6ポイント改善しました。来期
は20.0とさらなる改善が見込まれています。
　項目別には、売上高は横ばいですが、資金繰り、採算、受注額と
もに改善しています。一方、材料単価は66.7と高止まりしています。
　経営上の問題点は、「材料価格の上昇」が24.4%、「人件費の増
加」「材料費・人件費以外の経費の増加」がともに9.8％となって
います。

【設備工事】【職別工事】【不動産】
　設備工事業の業況判断D.I.は、40.0と前期比21.8ポイントの大幅
改善となっていますが、来期は30.0と10.0ポイントの悪化見込みです。
　職別工事業の業況判断D.I.は、0.0と前期16.7ポイントの大幅改善
となりました。来期は0.0と横ばいの見込みです。
　不動産業の業況判断D.I.は、15.4と前期比15.4ポイント改善して
いますが、来期は0.0と大幅悪化の見込みです。

■業種別の状況

■業種別の状況

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2025年4～6月期）

■主要業況判断D.I.の推移

業況 売上高 資金繰り

業況 売上高 資金繰り

【自動車整備】
　業況判断D.I.は、5.3と前期比10.5ポイントの大幅悪化です。来期
は0.0とさらに5.3ポイントの悪化が見込まれています。
　項目別では、売上高、資金繰り、採算ともに悪化しています。客単
価、仕入単価ともに下落しています。
　経営上の問題点は、「材料等仕入単価の上昇」23.3％、「消費者
ニーズの変化への対応」「人件費以外の経費の増加」がともに14.０%
となっています。

【洗濯・理容】
　業況判断D.I .は、△28.6と前期比28.6ポイントの大幅な悪化と
なっています。来期は△14.3と大幅改善の見込みです。
　項目別では、売上高、採算、資金繰りともに悪化しています。また、
客単価はわずかながら上昇、仕入単価はわずかながら下落しています。
　経営上の問題点は、「消費者ニーズの変化への対応」25 . 0％、
「店舗施設の狭隘・老巧化」18.8％、「大企業の進出による競争の
激化」「利用料金の低下・上昇難」「材料等仕入単価の上昇」がとも
に12.5％となっています。

　今期の業況判断D.I.は17.5と、前期比11.2ポイント改善し、全国
調査比では26.0ポイント上回りました。来期の業況判断D.I.は14.3
と3.2ポイント悪化見込みです。
　項目別では、売上高は横ばいですが、資金繰り、採算、受注額と
もに改善しています。一方、材料単価は61.3と8.1ポイント上昇
していますが、来期は下落する見込みです。
　経営上の問題点は、「材料価格の上昇」が22.5%、「人件費の増加」
10.6%、「材料費・人件費以外の経費の増加」10.0％となっています。

材料単価の上昇
人件費の増加

材料費・人件費以外の経費の増加
従業員の確保難

大企業の進出による競争の激化
民間需要の停滞

熟練従業員の確保難
請負単価の低下・上昇難

材料等仕入単価の上昇
人件費以外の経費の増加

消費者ニーズの変化への対応
店舗施設の狭隘・老朽化

従業員の確保難
人件費の増加
需要の停滞

大企業の進出による競争の激化

0 5 10 15 20 25（％）

22 .5
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10.0                          

8.1                                
7.5                                  
6.9                                   
6.9                                   
6.3                                    

0 5 10 15 20（％）

19.0
13.8             

12.8                
9.2                          

7.7                               
7.2                                
6.2                                  
5.6                                    



今回の調査について

【調査方法】

※毎回テーマを設け「特別調査」を実施しております。

2025年6月
① 今期の状況：前年の同時期（2024年4～6月期）と比較した今期（2025年4～6月期）の状況
② 来期の見通し：前年の同時期（2024年7～9月期）と比較した来期（2025年7～9月期）の状況

伊勢崎市及び佐波郡玉村町内の事業所
アイオー信用金庫及び伊勢崎商工会議所の調査員による面談または聞き取り

調査内容

調査方法
対象企業

調査時期

6

【調査対象企業数・回答企業数】

109
23
89
63
84
368

調査対象企業数

108
23
89
63
84
367

99.0%
100%
100%
100%
100%
99.7%

製 造 業
卸 売 業
小 売 業
建設業・不動産業
サービス業
合 計

回答企業数 回答率

特 別 調 査 【5年後（2030年）以降を見据えた中長期的な経営について】

2. 社会保険負担の増加について
　不安感については、「不安を感じている」先が48.3％と
最も多く、「どちらでもない」44.8％となっています。経営面
への影響は「賃金引上げの妨げになる」が17.2％、「社会保険
料納付の時間や手間が増える」が15.6％ですが、「わからない」
が27.4％、「特に影響はない」20.7％となっています。

1. 最低賃金（1,500円）が実現した際の対応
　雇用や労働時間の削減は、「行なう見通し」が15.2％、「行わ
ない見通し」が35.2％ですが、「わからない」が49.5％と最も
多くなっています。最低賃金引上げの対応策では、「販売価格を
引き上げる」17.5％、「経費（人件費以外）を引き下げる」17.2％
ですが、「わからない」が 29.0％、「特に対応は行わない」が
20.7％で」両者で約5割を占めています。

4. SDGsの取組み
　「省エネ」が33.1％と最も多く、「省資源」13.2％、「森林
資源」9.9％と続きます。一方、「取組みはしていない」先が
15.5％ありました。

3. 人口減少と高齢化
　生産面の対応は、「現時点では考えていない」が54.8％と
過半数を占め、「定年延長など高齢者の活躍推進」が19.2％で
続きます。一方、販売面の対応でも、「現時点では考えていない」
が60.5％と6割を超え、「現在の市場で今の商品の販売を強化」
が25.5％と続いています。

■雇用や労働時間の削減

行わない見通し
35.2%

わからない
49.5%

行う見通し
15.2%

■最低賃金引上げの対応

経費（人件費以外）を
引き下げる 17.2%

省力化投資
（設備、IT等）を
行う 3.5%

販売価格を
引き上げる
17.5%

仕入価格を
引き下げる 0.6%

もともと従業員が
いない 11.5%

特に対応は
行わない
20.7%

わからない
29.0%

■不安感

どちらでもない
44.8%

不安を
感じていない
7.0%

不安を
感じている
48.3%

■経営面への影響
社会保険料納付の

時間や手間が増える 15.6%

従業員への説明に
時間がかかる 1.9%

雇用が抑制
される 9.2%

もともと従業員が
いない8.0%

賃金引上げの
妨げになる 17.2%

わからない
27.4%

特に影響はない
20.7%

5. 事業承継（経営者変更）の予定
　2030年までの事業承継予定では、「全くの未定」が37.8％と最も多く、「経営者変更を予定せず」33.7％、「経営者変更を予定」は
23.8％となっています。事業承継を予定している先については、「親族に承継」が78.7％と約8割で、「承継先を選定中」も12.0％
ありました。事業承継を予定していない理由としては、「経営者が若く検討不要」が58.5％と最も多く、「検討の必要性は感じている
が未着手」も33.0％を占めています。

■2030年までの事業承継の予定

廃業を予定
4.8%

まったくの未定
37.8%

経営者変更を予定
23.8%

経営者変更を
予定せず
33.7%

■事業承継を予定している先の内訳

親族以外の
役員、従業員に
承継 6.7%

親族以外の
社外人材に
承継 1.3%

他社への事業譲渡
（M&Aを含む）を予定 1.3%

承継先を選定中 12.0%

親族に承継
78.7%

■事業承継を予定していない理由

検討の必要性は
感じているが未着手

33.0%

2030年以降の
承継を決定済み

8.5%

経営者が若く
検討不要
58.5%

省資源
13.2%

水資源
5.5%

森林
資源
9.9%

環境負荷
3.4%

雇用 7.8%

労働環境 7.8%

貧困対策・
健康福祉
0.4%

地域貢献
 3.3%

取組みは
していない
15.5%

省エネ
33.1%

■生産面

待遇改善を通じた
現役世代の確保

10.3%
外国人採用の
強化 3.2%

人材教育の強化
5.4%

省力化投資
（IT、設備等）の
増加 7.1%

現時点では
考えていない
54.8%

定年延長など
高齢者の活躍推進

19.2%

■販売面

現時点では
考えていない
 60.5%

新しい商品・
サービスの開発 5.7%

新しい市場への
進出・強化 8.3%

現在の市場で
今の商品の
販売を強化
25.5%

それぞれの取組みの具体的内容は下記の通りです
（省エネ）省エネ、節電、再生可能エネル 
ギーの使用
（省資源）再生資源や未利用資源の利用、
廃棄物削減、製品の長寿化や修理
（水資源）水資源削減、排水管理
（森林資源）ペーパーレス化、緑化・植林
（環境負荷）グリーン調達、カーボンオフ
セット、有害物質の削減
（雇用）女性や高齢者、障がい者、外国人
等の多様な人材の雇用
（労働環境）研修の実施、働き方改革の実施
（貧困対策・健康福祉）フェアトレード、
途上国支援
（地域貢献）防犯、防災、寄付、まちづくり
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会社概要

設 　 立
代 表 者
所 在 地
T E L
資 本 金
従業員数
営業時間
定 休 日
業務内容

関東運輸局長指定　指定自動車整備事業
関東運輸局長認証　普通・小型自動車特定整備事業
　　　　　　　　　陸運局認証番号：7-1978

1980（昭和55）年1月8日
代表取締役　新井 進介
伊勢崎市茂呂町2-2872
0270-26-0398
1,000万円
12人
8：30～17：30
月曜日
新車・中古車販売、車検・点検、自動車
整備、自動車板金、自動車保険

企 業 紹 介

【お客様へ感謝の気持ちを】

　創業当時からコロナ禍を除いては、ひいきにして

いただいてるお客様に対し、毎年11月に感謝祭を開

催しております。

　当社はスバル正規代理店として、新車・中古車の

販売からサポートまで一貫した対応を行っており、

自動車販売をはじめとし、自動車整備・自動車保険

の取り扱いも行っております。これからも地域の

「自動車のスペシャリスト」として皆様のカーライ

フに寄り添ったサービスを目指してまいります。

【地域に根付いた接客で】

　当社は昭和55年1月8日に創業いたしました。45年

の長きに亘り、伊勢崎市にお住いの方々や伊勢崎市

近郊にお住いの方々を中心に、お車のお悩みごとや

日頃のメンテナンスについて、アドバイスさせて頂

いております。

　お客様の笑顔に繋がるサービスを提供できるよう、

日々努力しておりますので、お気軽にお問い合せく

ださい。スバル車をはじめ各メーカー車種をお取扱

いしております。

【当社の取り組み】

　カーライフのトータルアドバイザーとして、大きな

店舗ではないからこそできる、早い対応を心がけて

おります。お客様に寄り添い自動車に関するご相談

は当社まで。

　丁寧なサービスや細かな気遣いは、ご利用下さる

お客様からお喜びの声をいただいております。

【理念　こだわり】

　お客様からご用命をいただいた車の修理は、お客様

のニーズに合わせて、純正パーツ・社外パーツ・リサ

イクルパーツを利用し修理いたします。近年純正部品

が高騰している中、少しでも喜んでいただけるよう、

お客様の気持ちに沿った対応をさせていただきます。

新井自動車工業株式会社



補助金支援サービス

アイオーフォーラム起業塾 新入社員研修会

「お客様に寄り添い、豊かな生活の実現に向けて、
地域から頼りにされ、一番に選ばれる金融機関」
私たちは、FIRST CALL BANKの実践に取組み、

来る令和10年1月の創立100周年には、その確立を目指します。

FIRST CALL BANK
不易流行の地域支援


